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提携の組まれ易さを考慮したある交渉集合について  
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O1204084 大阪大学 塩出省吾 SHIODEShogo  

OlOO5194 大阪大学 石井博昭ISHIIHiroaki  

α£：プレイヤー豆にとってのイデオロギーの利   

得に対する重要度。   

0＜αi＜1  

ゼロ正規化：単独での利得や満足度が0となるよ  

うに一次変換すること。  

1 はじめに  

交渉集合はある提携が組まれ、その提携に対し何  

らかの利得が与えられたときの分け方についての解  

であり、別の提携を組んだと仮定したときの分け方を  

基準に決定される。しかし、一般的な交渉集合では、  

解の基準になっている他の提携の組まれ易さという要  

素は、単独の場合より利得が多く得られるか否かと  

いう点で2値的にしか扱われていない。そこでここ  

ではプレイヤー同士の意見の相違などによる提携の  

組まれ易さを考慮した解の提案を試みるために、以  

下の仮定に基づく問題に対し、交渉集合を求める。   

1．プレイヤーの目的：満足度の最大化。  

2．満足度はイデオロギーと利得に依存する。  

さらにここではJi（∬），β王（眺）を  

ム（∬）＝－（∬一m豆）2／α豆 
2  

ただし、αi＞0  

仇（眺）＝眺／壱…瓢γ（5）  

ただし、Ⅳ：プレイヤー全体の集合  

∫⊆Ⅳ  

marx壱∈5⊆〃lブ（∫）＞0  とする。  

3 この間題の解法  

以上のモデルに対する3人ゲームにおいて2人提  

携を組んだときの交渉集合を求める。   

提携（乞，封において、提携として選択するイデオ  

ロギーを勒）、プレイヤー乞の利得を狛恒）とし、プ  

レイヤー豆の満足度を領・£（勒），眺いJ））＝βi（五J・）とお  

く。これを裾五J）について解き、また飢（わつ＋拙J・）二  

u（（乞，封）（1）（γ（（豆，封）‥提携（乞，力を組むことによっ  

て単独の場合より増えた利得）を用いると、提携（宜，力  

において勒），叫よJ）を軸としたときのプレイヤー乞の  

関数とプレイヤーjの関数はそれぞれ以下のように表  

される。  

師直）＝Ai略（∬（壱J）－m五）2＋β廟））（2）  

2 この問題に対するアプローチ   

1．イデオロギーは一次元の尺度で測定可能とする。  

2．プレイヤー壱のイデオロギー尺度∬、利得肌に   

対する満足度を祝i（∬，眺）とし、以下のように定  

める。  

祝五（ご，眺）≡αiム（∬）＋（1－α血血よ）  

ただし 
、   

ム（∬）‥イデオロギー尺度が∬であるイデオロ  

ギーに対する、プレイヤー乞のゼロ正規  

化した満足度を与える関数。   

飢（机）‥ゼロ正規化した利得眺に対するプレイ  

ヤー乞の満足度を与える関数。ただしこ  

れは、満足度についてもゼロ正規化され  

ている。  

叫刷＝γ（（乞，力）一封J・㈲   

＝－AJ（卑（勒）－mJ）2＋鋸プ・））  

巾（（豆，力）  （3）  
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ただし、4＝1－一肌五∈5⊆〃γ（∫）／（1一α；）＞0  
β五＝α壱／α宣2＞0  

この2つの関数の描くグラフについて考えると、以  

下のことがわかる。  

（4）において等号が成り立つとき（（2），（3）が接す  

るとき）のβ壱（抑鮎プつは非劣解の集合である。すな  

わち、  

4β五（わ・）＋AJ・島・（わ・）＝薫J・   （5）  

が成り立つようなβ廟），鮎Jつが解になると考えら  

れる。   

この条件が全ての2人許容提携において成り立た  

なくてはならない。  

また、接点は直線  

提携（乞，j）においてプレイヤー官、プレイ  

ヤーjがそれぞれβ琵抑巧しJ・）の値をとる  

ことが可能。  

‡  

のときの（2）のグラフと  
Gγ｝l五＋q・〃1J・  

鮎J）＝／‰プ・）のときの（3）のグラフが  

交点または接点を持つ。  

㊦  

βi（わ・）＝ノ乳J・），鮎J・）＝孔∫）が  

A溝（わつ＋AJ・島・（わ・）≦瑞 （4）   

を満たす。ただし、   

G＝4昆 ＞0   

βiJ＝G＋q・＞0   

βゎ・＝Gq ＞0   

月J・＝てノ（（宜，力）－且わ・（〝l定一mJ・）2／恥   

（6）  
ご（わ一）＝   

／l）J・、   

上にあり、βよ（わ・），島（わ・）が非負であることから、  

轟（〃li－〃lJう2≦鉱山，≦  

一箪（〃li－”lJ・）2＋棚州（7）  

の範囲である。この集合が空になるときその提携は  

許容提携でない。   

このような接点の集合を解集合と呼ぶと、（6），（7）  

を満たす集合が解集合となっている。   

君J，凡よ，巧た≧0，（5）が成り立つとき以下の2つの  

ことが成り立っ。  

また、  

許容提携：各プレイヤーの満足度がそれぞれ単独  

の場合以上とりうる提携。すなわち、各  

プレイヤーにとって組むことが合理的  

な提携。  

許容集合：許容提携∫でとりうるイデオロギーと利  

得の集合  

とすると、以下のことが言える。  

提携（豆，j）においてプレイヤー1がプレイヤー  

2に対して異議をもたない。  

⇔ 戊（わ・）≧凡五／4  

提携（豆，力においてプレイヤー1がプレイヤー  

2に対して異議をもつとき、プレイヤー2がその  

異議に対して必ず逆異議をもつ。  

‡  

舘／4－βi（わ・）≦巧た／4・一触J）  

島（iJ）＝0  

提携（宜，j）が許容提携である。  

⇔（4）がβ廟）≧0，鮎プつ≧0で解を持つ。  

⇔蔦J・≧0  

Or  

このことより、一般的な交渉集合と似た形の交渉集合  

が求められ、（1），（2），（6）より このとき提携としてど  

のイデオロギーをとるか、どのような利得配分をす  

ればよいかがわかる。  

提携（乞，力における許容集合は恥J）≧0，  

島・（五J）≧0を満たす（2），（3）の交点または接点で  

ある。  

①  

提携（宜，j）における許容集合はβi（iJ）＝0のと  

きの（2）と角（わ・）＝0のときの（3）とで囲まれた  

凸閉集合である。  
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